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ふるさと出雲のしごと体験 

 湖陵中学校3年の鳥屋原くんが、9月30日
から3日間の予定で職場体験をしました。
湖陵中学校では、「総合的な学習の時間」
の一環として職場体験学習を実施しておら
れます。 
 事前打合せでは、職場体験学習にあたっ
ての心構えとして、 
①指示されたことを守り､安全に作業する｡ 
②仕事内容を理解して確実な作業をする｡ 
を、決めました。 
 今回の体験内容は、使用済み潤滑油を保
管する400Lのタンク補修で、藤原社員と一
緒に行いました。補修が完了すれば、お客
様先で使っていただく大切なタンクです。  
 「ケレン作業の道具が重く、使い方が難
しいが、きれいになっていくのがうれし
い。きれいになったタンクを客先へ持って
行って、お客様に喜んでもらいたい。現場

での実習はおもしろい」と率直な感想をも
らいました。 
 湖陵中学校からは、「出雲市内に立地す
るいろいろな企業を知る貴重な機会と捉
え、職場体験を通して、進路選択に役立っ
ている。10月31日の湖陵中学校文化祭で、
生徒たちの体験を発表する予定」と、伺い
ました。 
 
 生徒さんにおいては、地元企業を知り、
ふるさと出雲の人間性に触れ、自らの糧と
されることを願っています。 
 
  また、私たちはこのような機会を頂いた
ことに感謝するとともに、周りから素晴ら
しい会社だといっていただけるように努力
して参ります。           
                               （長野） 

タンク清掃の様子。タンク内部

はスラッジが多量に堆積し、取

り除くのが大変でした。 
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 昭和28年に広島県北地方にマツダ車を広め
ようと、初代社長が現在地で開業されまし
た。創業以来62年、社訓「お客様を大切に」
として、社員一同が団結しています。 
 マツダ車をはじめ中古車の販売から、車
検・整備等のメンテナンス、保険に至るまで
トータルにカーライフのサービスを提供して
います。スタッフは、営業2名、整備士5名、
事務2名で、アットホームな雰囲気で、お客様
のご依頼に対して、経験豊かな整備士が親切
丁寧に対応し、お客様に安全と安心を提供し
ています。 
 坪井取締役からは、「広島県は根強いマツ
ダファンが多いように思う。三次にはマツダ

㈱三次工場があり、そこにお勤めのお客様も

多い。お客様から、鍵の閉じこみやバッテ

リー上がりの電話を頂くと、すぐに対応する

体制を整えており、お客様には大変喜んでい

ただいている。マツダ車はもちろん車の事な

ら何でもご相談ください。お客様が満足され

る、さらには感動されるサービスを提供いた

します。」と、力強い言葉をいただきまし
た。 
 

 また、勤続50年の工
たくみ

工場長は、 
 「社訓である『お客様を大切に』を常に意

識して、仕事

をしている。

また、大きな

声で挨拶をき

ちんとするこ

とと言葉遣い

を大事にする

ことを励行し

ている。元気

な挨拶は基本

だ。      

 

 

  整備士は5人だが、老若仲が良く、まと

まっていると思う。魚釣りが趣味で、日本海

へたびたび出かける。最近、江津でキスを18

匹釣りました。」と、スタッフとのコミュニ
ケーションを大事にされ、皆から慕われてい
ます。  
 
 

 
 
 

 
 

  
 三次マツダモータース株式会社 様 
    
   〒728-0021 

       広島県三次市三次町1065 

       TEL   0824-62-3187 

                    FAX 0824-62-3189 

お客様紹介 

坪井取締役と受付の 

長谷川様。（写真右よ

り）いつも笑顔で事務

所が明るくなります。 

 

社員皆優しくアットホームな

ところが、お客様にも伝わっ

ていると思う。来店されるお

客様には笑顔で対応し、和ん

でもらいたい。(長谷川様) 

整備後にお客様から「ありがとう。よく

なったよ」と言っていただくと大変うれ

しいし励みになる。どんな小さいことで

も相談していただくとうれしい。 

            （上田様） 

サービススタッフの清原様と上田様（写真右より）。

明るいキャラクターと若さで元気いっぱいです。 
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お客様の車は、丁寧に洗車・ワックス掛けを 

して、お返しします。    （聞き手：長野） 



「仕事の作法」を読んで  
      鍵山秀三郎 著 

 
｢来る人には楽しみを、 
  帰る人には喜びを｣ 
 仕事柄、廃タイヤが出
る、業者に料金をお支払い
して定期的に回収していた
だいています。一週間分約三百本。社
員が手を休め、「オーライ、オーラ
イ」とトラックを誘導します。社員約
十数名で、廃タイヤをトラックへ積み
込みます、約15分間。もし手伝う人が
いなければ、1時間30分かかる作業、
「最も辛い、嫌な作業は、上から率
先」という社風です。業者の人には、
飲み物と二個のおにぎりを用意してい
ます。会社を後にされるときの業者さ
んは、いつもにこやかな表情です。 
 と書いてありました。 
 
 私も行きにくいお客様があります。
また、行きたいお客様もあります。 
 我が社も出入りされる業者さんがに
こやかな表情で帰られる会社にした
い。業者さんが行きたい会社にしたい
と思います。 
               （長谷川） 
                

しまねの燃料油について（Ⅰ） 
   

昭和40年代の話である、現在の出雲市平
田町河下にあった昭和鉱業株式会社鰐淵鉱
山で黒鉱と石膏を大規模に採掘していた
頃、私は学校の先輩を通して切羽(採掘現場)
見学の許可を得て、先輩の案内で切羽に通
じる坑内を歩いている途中に、坑道が黒色
泥岩層の中に入った時、案内役の先輩が面
白いものを見せてやろうと云って、先輩が
坑道の壁から一塊の泥岩を剥ぎ取って来
た。 
そして、その泥岩を二つ割りにして我々

の鼻に近づけられた時である。きつい油臭
がしたので吃驚した。その匂いの程度から
着火すれば燃えるだろうと思い、早速ライ
ターの火を近づけたが着火することはな
かった。 
この黒色泥岩については全く研究はされ

ておらず、我々は何の知識も無かったが、 

                      
その場にいた誰もが何か期待した風で

あった。 
それきり、このことについては約50年忘

れていたが、2015年5月20日の山陰中央新報
文化欄で、島根大学総合理工学部三瓶教授
の島根ジオパークに関する記事に「明治41
年 (1908年)に出雲市平田町別所の鰐淵鉱山
の周辺において、今から約1,500年前の中期
中新世の黒色泥岩から採油を行っていた、
また、島根半島には同じような黒色泥岩が
広く分布しており、この黒色泥岩が最近注
目されている島根県沖のメタンハイドレー
トの起源になっている可能性がある」と
あった。鰐淵鉱山での私の経験は嘘ではな
かったことが証明されたように思い、気分
を良くしている。 
           （次月号に続く） 
    （しまね産業振興財団 酒井様） 

トヨタ工場見学 
 10月6日、山口・大國両リーダーがトヨタ元町工場
を見学しました。そのレポートの一部を抜粋して紹介
します。 
 
組立ラインで感心したことがあります。1981
年からドアレス方法を行っています。それは、
塗装までに出来上がった車のドアをわざとはず
して、組立をすることです。ドアが付いたまま
だと、車内を組立てるのに、ドアが邪魔になっ
たり、ドアを傷つけやすくなったり、ドアを開
けるスペースがいるなどして生産効率を下げて
いたそうです。 
ここに改善すべき場所があり、改善のトヨタ
だと思いました。           （山口） 
 
このトヨタ生産方式はシステムそのものも当
然素晴らしいが、それを習慣化させ日々実行で
きる人材を育て続けていることに、このトヨタ
生産方式の本質部分があると感じました。 
 この方式をただ単にまねするだけでは効果を
すぐに得ることはできません。長年の実務経験
に基づく知恵とそれを絶えることなく新しい社
員へ伝承していくことで現在になっています。  
 当社も次世代への伝承・引継をおろそかにし
てはいけないと感じました。     （大國） 
 

お客様からの寄稿 



 社員への手紙（今月の行動指針）                            平成27年10月 
 

お客さま立場で考えた商品・サービスを提供しよう     
   周りからお客さまから素晴らしいと言われる人と会社になる                 

常務取締役 安原幸治 

私はこう考え、こう実行します 

今私たちの業界を取り巻く状況は、ほとんどの
社員が経験したことのない大きな環境の変化に直
面しています。 
原油価格の下落、危険物施設の減少、再生重油

の原料である使用済み潤滑油も減少傾向にありま
す。 
潤滑油や燃料油がなくなることはないにせよ、

環境負荷を低減させるという社会的な動きの中
で、減っていくことは間違いありません。 
このような環境の変化に対して私たちがやるべ

きとは、お客さまに大満足して頂ける商品・サー
ビスを提供すること以外にありません。 
この地域のお客さまに強く必要とされること

で、私たちは事業を継続させていただけるので
す。 
今ある商品やサービスを、お客さまが必要とさ

れる新しい商品、新しいサービスに形を変えてい
く。その基本となるのは、 

①収集・処理は催促コールゼロ、お客さまとの
「4つの約束」を実行する。 

②メンテナンス事業部・KYS・保全はお客さま先
の施工計画を先取りして、こちらから施工を
提案する。 

「元気な挨拶で気持ちがいいね」「そこまでし
てくれるの」「品質が良くなったね」「山陰さん
に任せておけば安心だ」と言われるように改善を
繰り返し、他社に真似のできないお客さまの期待
以上のきめ細かなサービスと商品で、お客さまと
の強い信頼関係をつくることです。 
先輩方が築き上げてきたお客さまとの信頼関係

をもっともっと高めて、地域社会のお役に立って
いるという自負心を持ち、社員の皆さんが自信と
誇りを持って働ける職場を自分たちの手でつくろ
う。 
＊山根社長から委譲され、安原が会社の進むべき方向を考え、自分の
言葉で発信します。 

【松下】まずは、お客様の困ったを 
 聞き、解決できるための提案を考 
 える。 
【河上】お客様の困ったに早く対応 
 する。 
【榎並】お客様先へ情報提供を前 
 もっておこない、計画的に仕事が 
 行える状況にします。 
【山口】私は４つの約束を実行し、 
 お客様との信頼関係を作ります。 
【大國】発想を豊かに持ち、プラス 
 思考で行動する。 
【木村】デカンタを据え付け、安定 
 してSオイルを作る。 
【木村憲】もっとお客様の立場に 
 なって考える。 
【植尾】お客様の要望を引き出せる 
 ようにします。 
【清水】私は、自信をつけてもっと 
 もっと働けるように実行していき 
 ます。 
【吾郷】メンテナンス事業部の仕事 
 を早く覚えます。 
【松本】催促コールゼロを目指しま 
 す。 
 

【岸本】お客様からの催促コールが 
 ないように、早めに訪問計画を立 
 てて収集をする。 
【長谷川】「山陰さんに任せておけ 
 ば安心」といわれるように信頼関 
 係を築く。 
【高橋】お互いにフォローし合える 
 人間関係づくりをめざします。 
【恩村】お客様に安心して頂ける電 
 話応対を心掛けます。 
【小村】KYSで新サービスが始まる 
 ので、それをよりよくするために 
 知識を高める。 
【藤原拓】お客様に喜んでいただけ 
 る仕事をします。 
【安達】お客様に安心して頂けるよ 
 う、安全にSオイルをお届けする｡ 
【金森】お客様のためになることを 
 考え、無駄をなくします。 
【藤原大】安全に作業を行うため、 
 服装、爪などもう一度確認しま 
 す。 
【野々村】効率の良い回収作業を 
 し、お客様に迷惑をかけない。 
【松浦】お客様の立場で物事を考 
 え、行動していきます。 

【宮北】信頼を得られるように日々 
 の行動を再度見直す。 
【石川】お客様の信頼を損なわない 
 よう、確実な作業を心掛けます。 
【福島】明るく振る舞うよう努め 
 る。 
【石橋】クレームのない処理物の引 
 き取りを心掛ける。 
【中村】現場にて、整理・整頓・清 
 潔・清掃・安全（KY）を徹底し、 
 安全作業ができる様、常にチェッ 
 クして作業を行います。 
【足立】私は「元気の良い、気持ち 
 いい」電話応対をします。 
【鎌田】即依頼に応える。 
【藤田】お客様の立場を考えた電話 
 応対をします。 
【加藤】「決められたことは絶対守 
 る」「やってはならないことはや 
 らない」「あたりまえのことをあ 
 たりまえにやる」を愚直に守る。 
【長野】お客様が期待されるエコス 
 通信を目指す。 
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クリスマスキャンドル作りをします 
 
今年も下記のように、使用済み天ぷら油を

使って、キャンドル作りを開催します。 
使用済み天ぷら油が燃料となることが体感で

きます。使用済み天ぷら油を持ってきてくださ
い。（500MLのペットボトルに入れてきてね） 
お問い合わせは、編集部まで。 
 

  ＊出雲産業フェア2015 
   10/31～11/1（両日とも10:00～16:00） 
    場所：出雲ドーム 
 
  ＊2015松江市環境フェスティバル 
   11/15 10：00～15:00 
   場所：くにびきメッセ 
 

安全・安心を目指す 
 移動タンク貯蔵所（タンクローリー）の
定期点検を行いました。 
 8月に#105号車のタンク後方部に発生し
た錆修理のために塗装を剥いだところ、板
厚が薄くなっている箇所があり、緊急に修
理を行いました。その後、#112号車のタン
ク本体の減肉箇所もあり、修理を終えてい
ます。上記2車を含め、補修計画の３車は
９月中に修理が完了しました。 
 今回の定期点検は、一年に一回実施する
もので、点検結果を車載しなければなりま
せん。5年に1回の漏洩検査も含め、洗車時
の目視点検や運行前点検、定期的なメンテ
ナンスを通して、不良箇所を素早く見つ
け、即時対応することで、危険要因や不測
の事態を減らしていかなければなりませ
ん。また、常置場所のラインが消えかけて
おり、藤原社員に塗り直しをしてもらいま
した。その他、屋外貯蔵所の標識の名前の
変更や消火器ボックスのシールの張替えを
行いました。 
 定期的に点検整備することで、社員が安
全な作業ができる環境を整えていきます。 
 

 
  

昨
年
の
出
雲
ド
ー
ム
で
の 

イ
ベ
ン
ト
の
様
子 

ア
ー
ス
の
確
認
を
す
る
藤
原
社
員 

「
ナ
ラ
ガ
シ
ワ
」
の
ど
ん
ぐ
り
。
ナ
ラ
の
仲
間
な
の
に
カ
シ
ワ

の
よ
う
な
葉
を
つ
け
ま
す
。 



  
 
    

   発行日：毎月10日 
   発 行：690-0025 島根県松江市八幡町796-20 
            TEL  0852-37-2470 FAX 0852-37-2472 

            山陰興業㈱ ECO’S
エ コ ス

通信編集部長 長野 
                   E-mail :h.nagano@e-skk.co.jp 
      印 刷：授産センターよつば 印刷係     

    ホームページ （http://www.e-skk.co.jp)     

応募用紙（答） 
 
 
会社名または住所,氏名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 FAX   0852-37-2472        E-mail   h.nagano@e-skk.co.jp 

編集後記 
 尾道松江線が開通し、尾道からしまなみ海道を延伸
し、松山へ行ってきました。松山といえば、道後温
泉。道後温泉は、「日本書紀」にも登場するわが国最
古の温泉です。道後温泉のシンボル「道後温泉本館」
は、どっしりとした構えの本館上の振鷺閣（しんろか
く）には伝説の白鷺を据え、また毎朝6時に太鼓の音
で開館を告げるなど、歴史ある温泉情緒をかもしだし
ています。 
 連休中は大変混雑し、芋の子を洗うような状態でし
た。つるつると柔らかなお湯で、白鷺の伝説に書かれ
ているように、傷が癒えるという有難い温泉です。道
後温泉本館の周囲には、老舗の温泉旅館が立ち並び、
また、駐車場には県外ナンバーの車が多数駐車し、日
本有数の温泉地を象徴していました。 
 しまなみ海道の景色もすばらしく、穏やかな瀬戸内
海を目に焼き付けて帰路につきました。     （長野）                      

山陰興業蔵書本をお貸しします  本誌で紹介した蔵書本を、広く皆様にお貸しします。 
  営業マンや当編集部に遠慮無くお申し付け下さいませ。 

社長が薦める今月の一冊 

 

おじいちゃん戦争のことを教えて 
  孫娘からの質問状 
   中條高徳著 小学館文庫刊 
 
著者中條氏はスーパードライ発売を

きっかけに、アサヒビールの業績回復、発展に大
きく貢献された経営者の一人です。この本は17年
前ハードカバーで出版され、ベストセラーにな
り、そのあと13年前に文庫本として広く世に問わ
れました。ところがなんと、最近書店の目立つ本
棚に再び展示してあるのを発見しました。格別な
ロングセラーです。 
孫の景子さんがアメリカ留学中、太平洋戦争の

歴史を学んでいる時に、「アメリカとの戦争は正
しかったの？」と、戦争を体験したおじいちゃん
に質問する。それに対しおじいちゃんは、自分の
人生の中で学んだ考え方を、ていねいに答えてい
く。 
そんな孫娘とおじいちゃんとのひたむきな対話

が続き、最後にアメリカ人の先生が自分の意見を
書いた手紙で終わる。「大切なことは、異なる意
見を交換し議論して、お互いの理解を深めていく
ことだ」と。 
今戦後70年。忘れ去られようとする戦争を、そ

して開国して近代化をひたすら走った明治以降の
歴史を、私たちはもう一度学び、考えてみる絶好
の機会です。この本から日本の良さを学び、新し
い日本を目指したい。          （山根） 

「君に成功を贈る」(中村天風)を購入希望の方は、弊社

までお知らせ下さい。在庫数が少ないため、出版局から

取り寄せてお届けします。 

 本代は\1,800+税（税込1,944円）です。 

今月のクイズ 
 解答を下記編集部までお寄せ下さい。応募の方法
は、ファックス,電子メール,ハガキ,営業マンに渡し
ていただいても結構です｡正解者の中から抽選で3名
様に松江市東出雲町産干し柿を差し上げます。クイ
ズの締切は10月末です｡奮ってご応募下さい｡ 
 
Ｑ：ノーベル賞の時期になりましたが、 
  本年度は、日本人は何人受賞 
  したでしょうか？ 
 
 先月号の答は､「10人｣でした。 
 鳥取市中嶋様、境港市濵田様、 
 庄原市山本様が 当選です｡ 
 おめでとうございます。 

蔵書新着状況 
・結果を出せる人になる！「すぐやる脳」のつくり方 
           茂木健一郎  学研パブリッシング 
・人間の分際   曽野綾子              幻冬舎 
・答えは必ずある･･･逆境をはね返したマツダの発想力 
         人見光夫     ダイヤモンド社 
・ごみと日本人-衛生・勤倹・リサイクルから見る 
 近代史          稲村光郎     ミネルヴァ書房 
・ホスピタリティのプロを目指すあなたへ お客様の 
  “気持ち”を読みとく仕事 コンシェルジュ  
              阿部佳    秀和システム 
・はだしのゲン 第8,9,10巻  中沢啓治   汐文社 
・夢をかなえるゾウ      
・夢をかなえるゾウ2 ガネーシャと貧乏神 
・夢をかなえるゾウ3 ブラックガネーシャの教え 
        上記3冊    水野敬也   飛鳥新社 

 


